
九州は、東アジアのほぼ中心に位置し、アジアとのゲートウェイとして、交流拠点の役割を担っています。　
九州の経済規模は「1割経済」と概括されるように、面積や人口等で日本全国の約1割を占め、域内総生産はイラン、タイと同程度の水準です。
基幹産業であるIC生産金額、鋼船竣工実績、農業産出額、自動車生産台数では全国比で高い比率を占めています。

出典：九州経済産業局「九州経済国際化データ2020」より作成
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出典：九州経済産業局「九州経済国際化データ2020」より作成
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出典：九州経済産業局、九州経済国際化推進機構「Profile of Kyushu 2021」より作成
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